
航空科学技術に関する研究開発の推進方策（骨子）（案）

○東日本大震災の発生
○YS-11以来、約半世紀ぶりに国産旅客機開発へ
○国際機関（ICAO)による新しい交通システムへの移行要請

我が国の航空技術開発が持続的・安定的に発展し、国際社会において確固たる地位を確立

諸情勢の変化諸情勢の変化

航空機開発・製造
→国の成長・戦略産業としての期待の高まり
[自動車に次ぐ基幹産業化、技術波及効果の拡大]

航空機運航・利用
→社会インフラとしての重要性の高まり
[安全安心、エコ（CO2・騒音低減）、
快適等の更なる向上]

人材育成
→次代を担う優秀な技術人材の必要性の高まり
[より高度・広範囲に求められる技術力に対応できる、
産学官全体のシステム構築]

将来展望将来展望

航空科学技術が果たすべき役割航空科学技術が果たすべき役割

出口志向の研究開発プロジェクト出口志向の研究開発プロジェクト 戦略的な基礎・基盤研究戦略的な基礎・基盤研究 人材育成人材育成

（１）環境負荷低減に資する研究開発（１）環境負荷低減に資する研究開発
（２）航空機の安全性向上に資する研究開発（２）航空機の安全性向上に資する研究開発

（１）独創的で多様な基礎研究の強化（１）独創的で多様な基礎研究の強化
（２）航空科学技術共通基盤の充実、強化（２）航空科学技術共通基盤の充実、強化
（３）先端研究施設及び設備の整備、共用（３）先端研究施設及び設備の整備、共用

促進促進

（１）産学官の連携強化（１）産学官の連携強化
（２）航空研究開発の中核機能として（２）航空研究開発の中核機能として

コンソーシアムの設立等コンソーシアムの設立等

今後の研究方向性今後の研究方向性 より一層の成果還元と戦略性が必要より一層の成果還元と戦略性が必要

①先進的な航空機の研究開発の推進
－社会が求める新技術の研究開発・産業界への技術移転
－最先端の供用インフラ（試験設備等）の提供

②次代を担う人材の創出
－技術者、研究者の育成
－産学官をつなぐ人材育成の拠点整備

③開発機に対する安全証明（型式証明等）の的確な実施
（技術協力）
－新技術に対応した各種実証試験・証明方法の確立

④継続的な安全性・環境性の向上（技術協力）
－航空事故・トラブル対応の継続的実施
－国際標準化活動
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